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本書をご利用いただくにあたり
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2. 本プログラムを利用することによって生じた如何なる障害も当社では，補償を負いか
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1　はじめに

1.1　概要
　本書はUT/UPディジタル指示調節計を三菱電機㈱のシーケンサ(MELSEC-Aシリーズ)へ
通信接続しデータのやりとりを行う方法について解説します。通信を行うことにより，シー
ケンサよりディジタル指示調節計のデータやパラメータの読み出し/書込みを行ったり，
様々な命令をディジタル指示調節計にあたえることでより複雑な制御が可能となります。
　通信のインターフェイスとしては，三菱電機㈱シーケンサの計算機リンクユニット(無
手順モード)を使用します。UT/UPディジタル指示調節計は通信機能(RS485)付きで，通信
プロトコルはラダー通信プロトコルを使用します。なお，詳細につきましては下記の取扱
説明書もあわせてご参照ください。
・GREENシリーズ通信機能説明書（IM 05G01B02-01）
・GREENシリーズ通信リファレンス（IM 05G01B02-02）
・UT100シリーズ通信機能説明書（IM 5C1E11-10）

メルセック 

DI 
モジュール 

計算機 
リンク 
ユニット 

UT/UPデジタル指示調節計 

最大1200m，合計31台まで接続可能 

図1.1　システム構成例

1.2　導入効果例
● シーケンサからディジタル指示調節計の目標設定値(SP)やPID定数などを設定するこ
とができます。

● シーケンサにモニターを接続することで，測定値(PV)や操作出力値(MV)の中央監視
が可能となります。

● アナログ伝送に比べ省配線になり，A/D・D/A変換によるアナログ伝送誤差がなくな
ります。

● ラダーシーケンスにより複雑な制御も可能となります。
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2　配線
メルセックのSD(送信)と各UT/UPのRD(受信)，メルセックのRD(受信)と各UTのSD(送信)
を接続します。受信ライン・送信ラインとも，(+)と(+)，(-)と(-)を接続します。
注意： (+)側を，メルセックは**A，UTは**Bとしています。(-)側を，メルセックは**B，UTは**Aとしてい

ます。

SDA(+) 

SDB( - ) 

RDA(+) 

RDB( - ) 

SG 

SHIELD

SDB(+) 

SDA( - ) 

RDB(+) 

RDA( - ) 

SG

RSB(+) 

RSA( - ) 

 

 

SG

メルセック計算機リンクユニット 
温調計 UT/UP 

（4線式端子の場合） 
例：GREENシリーズ 

温調計 UT/UP 
（2線式端子の場合） 
例：UT100シリーズ 

終端抵抗 
220Ω，1/2W

2
線
式
の
場
合 

SDA(+) 

SDB( - ) 

RDA(+) 

RDB( - ) 

SG 

SHIELD

SDB(+) 

SDA( - ) 

RDB(+) 

RDA( - ) 

SG

SDB(+) 

SDA( - ) 

RDB(+) 

RDB(+) 

SG

メルセック計算機リンクユニット 温調計 UT/UP 温調計 UT/UP

終端抵抗 
220Ω，1/2W

4
線
式
の
場
合 

図2.1　配線図

SDA(+)

SDB(-)

RDA(+)

RDB(-)

SG

FG

NC

SDB(+)□23

SDA( - )□24

RDB(+)□25

SDA( - )□26

SG□27

4線式用 
端子 

図2.2　メルセック端子台 図2.3　UTの背面端子例
（A1SJ71UC24-R4形，
A1SJ71C24-R4形の場合）
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3　設定
メルセックとUT/UPの通信の伝送仕様を合わせます。
メルセックは計算機リンクユニットの前面ディップスイッチ，UT/UPは通信関連のパラメー
タで設定します。

05
06
07
08
09
10
11
12

ON← 

01
02
03
04

ON← 

メルセック計算機リンクユニット 
伝送仕様設定スイッチ 
(A1SJ71UC24-R4形，A1SJ71C24-R4形の場合 )

UT/UPの通信関連パラメータ 
(セットアップパラメータ，GREENシリーズの例 )

SW 設定項目 
状態 

ON OFF

01 

02 
 

03 

04 

05 

06 

07 

08 

09 

10 

11 

12

未使用 

計算機リンク／マルチドロップ 
リンク選択 
未使用 

RUN中書込可・不可 

 

伝送速度設定 

 

データビットの設定 

パリティビットの有無 

偶数パリティ/奇数パリティの設定 

ストップビットの設定 

サムチェックの有無設定 

― 

計算機リンク 
 

― 

可 

 

*1参照 

 

8ビット 

あり 

偶数 

2ビット 

あり 

― 

マルチドロップ 
リンク 
― 

不可 

 

 

 

7ビット 

なし 

奇数 

1ビット 

なし 

パラメータ 
記号 

内容 設定範囲 測定例 

PSL 

 

 
 
 

BPS 
 

PRI 
 
 

STP 

DLN 
 
 

ADR 
 

RP.T

プロトコル選択 

 

 
 
 

通信速度 
 

パリティ 
 
 

ストップビット 

データ長 
 
 

アドレス 
 

最少応答時間 

2 

 
 

 
 

9600 
 

0なし 
 
 

1 

8 
 
 

1 
 

0

0:パソコンリンク 
1:パソコンリンク 
(サムチェック付き) 
2:ラダー通信 
3:協調親局 
4:協調子局 

0:600  1:1200  2:2400 
3:4800  4:9600(bps) 

0(NONE):なし 
1(EVEN):偶数 
2(ODD):奇数 

1,2 

7,8 
(パソコンリンク以外は 
8に設定 ) 

1～99 
(ただし最大31台接続 ) 

0～10(×10ms)

*1伝送速度設定 

ボーレート 
(BPS)

300

SW05 

SW06 

SW07

OFF 

OFF 

OFF

600

ON 

OFF 

OFF

2400

OFF 

ON 

OFF

4800

OFF 

OFF 

ON

9600

ON 

OFF 

ON

19200

OFF 

ON 

ON

使用不可 

ON 

ON 

ON

0

0 

4
MODE

メルセック  局番設定スイッチ メルセック  モード設定スイッチ 

モード 設　定　内　容 
0 
1 
 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
 
E 
F

使用不可 
 
使用不可 
 
無手順モード 
形式1のプロトコルモード 
形式2のプロトコルモード 
形式3のプロトコルモード 
形式4のプロトコルモード 
 
使用不可 
 
単体テスト用 

〜
 

〜
 

例として　　　　で囲んだ 
状態にすると， 
「通信速度：9600， 
パリティ：なし，ストップビット：1， 
データ長：8」に設定されます 

× 10… 百の位を 
 設定 

× 1… 一の位を 
 設定 

メルセックのその他の設定確認 
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4　通信の基本
UT/UPディジタル指示調節計では，すべてのプロセスデータ，設定パラメータをワード単
位のレジスタに割り付けています。(“Dレジスタ”と呼んでいます)
ラダープログラムでディジタル指示調節計内部のレジスタ番号を指定し，データの読み出
し/書込みを行います。

Dレジスタ番号 

調節計Dレジスタマップ（一部） 

内容 

D0001 

D0002 

D0003 

D0004 

D0005 

D0006 

・ 

・ 

・ 

・ 

ADERROR 

ERROR 

PV 

CSP 

OUT 

HOUT 

・ 

・ 

・ 

・ 

UT/UP

データの送受信は，メルセック計算機リンクユニットを介して行います。
(詳細はメルセック計算機リンクユニットの取扱説明書をご参照ください。)

計算機 
リンクユニット 

送信エリア 
コマンド 

レスポンス 

書込みTO命令 

読出しFROM命令 
受信エリア 

シーケンサCPU
ディジタル 
指示調節計 

図4.1　データ送受信の概念図
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5　通信の手順
アドレス番号1を設定したUTディジタル指示調節計のPVエラー情報(ERROR)，測定入力
値(PV)，現在の目標設定値(CSP)，制御出力値(OUT)の4データを読み出す例で説明します。

Dレジスタ番号 

調節計Dレジスタマップ（一部） 

内容 

D0001 

D0002 

D0003 

D0004 

D0005 

D0006 

・ 

・ 

・ 

・ 

ADERROR 

ERROR 

PV 

CSP 

OUT 

HOUT 

・ 

・ 

・ 

・ 

0 1 2 ← スロット番号 

メルセック 

UT 
アドレス1

注　意 
1スロットで2スロット分 
を占有するカードの場合， 
1スロットでも2スロット 
と考える 

C
P
U

DI 
モジュール 

計算機 
リンク 
ユニット 

読み出す 

5.1 全体の流れ

シーケンサ 
CPU

TO命令送信データ 

FROM命令データ取り込み 

送信要求信号ON

送信要求信号OFF

受信読出要求 

コマンド送信 

レスポンス受信 

送信完了 

読出し完了信号 

計算機 
リンクユニット 

ディジタル 
指示調節計 

① 

② 

⑧ 

⑨ 

③ 

④ 

⑤ 

⑦ ⑥ 

① TO命令でPLCのCPUから計算機リ
ンクユニットの送信用バッファに対
し読出しまたは，書込み命令を転送
します。 

②③　送信要求信号をONにしUTに命
令を送信します。 

④⑤　送信が終了すると送信完了信号
がONになり送信要求信号をOFFに
します。 

⑥ UTは，コマンドを受けると命令に
対するレスポンスを返し，そのデー
タは，いったん，計算機リンクユニ
ットの受信用バッファに格納されま
す。 

⑦⑧　UTからの受信が終了すると受信
読み出し要求信号をONにし，
FROM命令を実行します。（FROM
命令で計算機リンクユニットのデー
タをPLCのDレジスタに転送しま
す。） 

⑨ 転送が終了すると読出し完了信号を
ONにし受信読み出し要求信号を
OFFにします。 

図5.1　通信の手順フロー
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5.2　シーケンサからの送信
シーケンサからの読出し／書込み命令送信を①～⑤の手順で行います。
① 送信データをシーケンサCPUからTO命令で計算機リンクユニットの送信エリアへ転
送します。

② シーケンサCPUから計算機リンクユニットに送信要求信号を出します。
③ 計算機リンクユニットの送信エリアに書込まれた送信データがディジタル指示調節計
へ出力されます。

④ 送信が終了すると計算機リンクユニットの送信完了フラグがONになります。
⑤ 送信要求信号をOFFにします。

０Ｈ　　００Ｈ　　０５Ｈ 

１Ｈ　　０１Ｈ　　０１Ｈ 

２Ｈ　　０２Ｈ　　００Ｈ 

３Ｈ　　００Ｈ　　００Ｈ 

４Ｈ　　０４Ｈ　　００Ｈ 

５Ｈ　　０ＡＨ　　０ＤＨ 

Ｄ０　　００Ｈ　　０５Ｈ 

Ｄ１　　０１Ｈ　　０１Ｈ 

Ｄ２　　０２Ｈ　　００Ｈ 

Ｄ３　　００Ｈ　　００Ｈ 

Ｄ４　　０４Ｈ　　００Ｈ 

Ｄ５　　０ＡＨ　　０ＤＨ 

送信データ数 シーケンサCPU内 
レジスタ 

計算機リンクユニット 
の送信エリア 

送信データ 

アドレス 

TO命令 

送信データの文字数（送信時は，5個） 

デジタル指示調節計のアドレス 
０１に固定 

デジタル指示調節計の読み出す先頭 
データの内部Dレジスタ番号or書込み 
データ（上下バイト入れ替え） 

読み出しなら0000書込みなら1000

読み出すデータ数or書込みデータ 
（上下バイト入れ替え） 

終了を示すコード 

① 

アドレス 

01　01 00　02 00　00 00　04 0D　0A 
CR　LF

② 
送信要求Y30

終了コード 

Dレジスタ先頭番号／書込データ 

読出時は，読出し個数 
書込時は，書込データ 

送信完了X20

③ 

④ 

⑤ 

読出し命令（００００） 
書込み命令（００１０） 

CPUno（1固定） 

アドレス 
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【送信プログラム例】

PLS  MO

X0

送信指令 

MOVP  H0005  D0

M0

ワンショット 

X20

送信完了 
フラグ 

Y30

送信要求 
フラグ 

MOVP  H0101  D1

計算機リンクユニットのスロット番号 
（ここでは2スロット） 

↓ 
X□0

送信を1回するごとに受信す
る。何度もどんどん送信しちゃ
ダメ。だからワンショット。 

計算機リンクユニットのスロット番号＋1 
（ここでは2＋1＝3スロット） 

↓ 
Y□0

計算機リンクユニットのスロット番号 
（ここでは2スロット） 

↓ 
X□0

計算機リンクユニットのスロット番号＋1 
（ここでは2＋1＝3スロット） 

↓ 
Y□0

アドレスNo.CPUno

MOVP  H0200  D2

UTのDレジスタ読み出し先頭番号 
（上下バイト入れ替える） 

読み出し個数 
（上下バイト入れ替える） 

計算機リンクユニット 
のスロット番号 

計算機リンクユニットの 
送信エリアのアドレス 

シーケンサCPUの 
レジスタアドレス 

MOVP  H0000  D3

MOVP  H0400  D4

MOVP  H0A0D  D5

D0～D5の6個 

TOP  H0002  H0000  D0000  K6

SET  Y0030

RST  Y0030

X20

送信完了フラグ 

XOがOFF→ON時にMOを1スキャン
だけONさせる。(MOはワンショット )

これから送信するコマンドのワード数
（ここでは5個）をDOレジスタに書込
む。 

CPUno=1（固定），アドレスno（UTの
設定したアドレス）（ここでは1）をD1
レジスタに書込む。 

UTから読み出すパラメータのDレジス
タ先頭番号（ここでは“D0002”）を
D2レジスタに書込む。 

読み出し指令“0000”をD3レジスタに
書込む。（書込みの場合は“1000”にす
る） 

読み出すパラメータの数（ここでは
D0002～D0005の4個）をD4レジス
タに書込む。 
書込みの場合は書込データ。25.7℃な
ら“5702” 

① メルセックCPUのD0～D5に書込
んだ送信コマンドを計算機リンクユニッ
ト送信エリア（アドレス0000～）に転
送する。 

②③送信要求信号ON（計算機リンクユ
ニットから送信コマンドがUTへ出力さ
れる） 

④⑤送信が完了したら（計算機リンクユ
ニットの送信完了フラグがたったら）送
信要求信号をOFFさせる。 

コマンドの終了を示すコード“0A 0D”
（CR LF）をD5レジスタへ書込む。 
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5.3　シーケンサの受信
⑥～⑨で受信の手順を示します。
⑥ 計算機リンクユニットがディジタル指示調節計のレスポンスを受信し，データを受信
エリアに格納します。

⑦ 終了コード(CR LF)を受信すると，計算機リンクユニットの受信読出要求フラグがON
になります。

⑧ シーケンサCPUが計算機リンクユニット受信エリアの受信データをFROM命令で読み
出します。

⑨ 受信データ読出完了信号を出します。

00　00 02　00 00　00 00　12 CR　LF

受信データ 
読出要求X21

終了コード 
OUTC. SPPVPVエラー 

UTからの返信データ 

FROM命令 
データ取込み 

Dレジスタ先頭番号 

受信データ 
読出し完了Y31

⑦ 

⑥ 

⑨ 

アドレス，CPU no

00　00 10　00 00　01 00　5001　01 00　02

⑧ 

0B個 

Ｄ１００　　００Ｈ　　０ＢＨ 

Ｄ１０１　　０１Ｈ　　０１Ｈ 

Ｄ１０２　　０２Ｈ　　００Ｈ 

Ｄ１０３　　００Ｈ　　００Ｈ 

Ｄ１０４　　００Ｈ　　１０Ｈ 

Ｄ１０５　　０１Ｈ　　００Ｈ 

Ｄ１０６　　５０Ｈ　　００Ｈ 

Ｄ１０７　　００Ｈ　　００Ｈ 

Ｄ１０８　　００Ｈ　　０２Ｈ 

Ｄ１０９　　００Ｈ　　００Ｈ 

Ｄ１１０　　１２Ｈ　　００Ｈ 

Ｄ１１１　　０ＡＨ　　０ＤＨ 

８０Ｈ　　００Ｈ　　０ＢＨ 

８１Ｈ　　０１Ｈ　　０１Ｈ 

８２Ｈ　　０２Ｈ　　００Ｈ 

８３Ｈ　　００Ｈ　　００Ｈ 

８４Ｈ　　００Ｈ　　１０Ｈ 

８５Ｈ　　０１Ｈ　　００Ｈ 

８６Ｈ　　５０Ｈ　　００Ｈ 

８７Ｈ　　００Ｈ　　００Ｈ 

８８Ｈ　　００Ｈ　　０２Ｈ 

８９Ｈ　　０１Ｈ　　００Ｈ 

８ＡＨ　　１２Ｈ　　００Ｈ 

８ＢＨ　　０ＡＨ　　０ＤＨ 

計算機リンクユニット 
の受信エリア 

シーケンサCPU内 
レジスタ 

アドレス 

FROM命令 

符号ビット 
1なら負 
0なら正 

受信データの文字数 
（読み出しデータ×2＋3）個になります。 

デジタル指示調節計のアドレス 

PVエラー情報（Ｄ０００２） 

測定値PV（Ｄ０００３） 
　－5. 0℃ 

現在の目標設定CSP（Ｄ０００４） 
　＋20. 0℃ 

制御出力値OUT（Ｄ０００５） 
　＋1. 2％ 

デジタル指示調節計の読出先頭 
Dレジスタ番号or書込データ 
　Ｄ０００２ 

⑧ 

アドレス 

上下バイト 
データ入れ替え 

2nd Edition : 2005.05.16-00
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【受信プログラム例】

FROMP  H0002  H0080  D100  K1

X21

読み出し要求 
フラグ 

MOVP  D100  Z

計算機リンクユニットのスロット番号 
（ここでは2スロット） 

↓ 
X□1

FROMP  H0002  H0081  D101  K0Z

転送先のシーケンサ 
CPUレジスタアドレス 

計算機リンクユニット 
のスロットno

転送先のシーケンサ 
CPUレジスタアドレス 

計算機リンクユニット 
のスロットno

計算機リンクユニット受信データサイズ格納エリア 
（ここでは“11” (H0B)が入っている） 

転送データ数 
は1個 

転送データ数は 
K0Z個（11個） 

計算機リンクユニット 
の受信エリア 

Y0031

計算機リンクユニットのスロット番号＋1 
（ここでは2＋1＝3スロット） 

↓ 
Y□1

読み出し要求フラグがたったら，計算機
リンクユニットの受信エリア（アドレ
スH0080）からシーケンサCPUの
D100レジスタに受信データサイズを転
送する。 

インデックスレジスタZに受信データ
サイズ（D100のデータ）を転送する。 

⑧計算機リンクユニット受信エリア（ア
ドレスH0081～）からシーケンサCPU
のD101～へ，受信データサイズ分 
（K0Z）データを転送する。 

⑨受信データ読み出し完了リレーをON
する。 

2nd Edition : 2005.05.16-00
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6　サンプルプログラム

6.1 サンプルプログラムの動作内容
① 読み出し機能
3台のUTディジタル指示調節計のPVエラー情報(ERROR)，測定入力値(PV)，目標設
定値(SP)，制御出力値(OUT)をシーケンサのレジスタに定周期で読み込みます。

シーケンサのレジスタ番号(読み込み先)

UT PVエラー情報 

測定入力値 

目標設定値 

制御出力値 

D104 

D106 

D108 

D110

D124 

D126 

D128 

D130

D144 

D146 

D148 

D150

UTアドレス1 UTアドレス2 UTアドレス3

② 書き込み機能
アドレス1，2，3の調節計の目標設定値をPLCより変更します。

UT SP値 
アドレス1 

UT SP値 
アドレス2 

UT SP値 
アドレス3

123℃←→10℃ 

123℃←→20℃ 

123℃←→30℃ 

一定時間で設定値変更を繰り返し実行 

③ シーケンサ及びUTへの設定内容
3項設定と同じ内容としています。アドレス（ADR）のみ，3台のUTそれぞれに1，2，
3を設定します。

6.2 システムフロー

メルセック 

DI 
モジュール 

計算機 
リンク 
ユニット 

UT 
アドレス1

UT 
アドレス2

UT 
アドレス3

2nd Edition : 2005.05.16-00
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6.3 サンプルプログラムフローチャート

スタート 

1-1送信フラグ処理 
※1（14ページ） 

M601～M606 
送信実行フラグ 

3-1読込指令 
送信処理 

3-2受信処理 

M601 ON

Y

2-1設定値書換え 
処理 

※2（15ページ） 

エンド 

4-1設定値書込み 
処理 

M604 ON

D2
01

D
20
2

D
20
3

Y

4-2設定値書込み 
処理 

M605 ON

Y

4-3設定値書込み 
処理 

M606 ON

Y

3-3読込指令 
送信処理 

3-4受信処理 

M602 ON

Y

3-5読込指令 
送信処理 

3-6受信処理 

M603 ON

Y

2nd Edition : 2005.05.16-00
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※1 送信フラグ処理フロー

動作内容
1秒クロックリレーM9032のON/OFFでカウンタを起動し，M601～M606(送信フラグ)
を順次ON/OFFさせます。M601～M606(送信フラグ)がONになるとフラグに対応する
送信処理が実行されます。(UTの読込みや書込み)

スタート 

エンド 

カウンタアクセス 
C0

1秒クロック 

Y

カウント値 C0 ＝ 0 で 
M601 ON

カウント値 C0 ＝ 1 で 
M602 ON

カウント値 C0 ＝ 2 で 
M603 ON

カウント値 C0 ＝ 3 で 
M604 ON

カウント値 C0 ＝ 4 で 
M605 ON

カウント値 C0 ＝ 5 で 
M606 ON

カウンタリセット 
C0 ＝ 0 実行 

シーケンサーのRUNまたは，カウンタ値 
が6でカウンタをリセット。 

CPU RUN

Y

カウンタ値 
C0 ＝ 6

Y

2nd Edition : 2005.05.16-00
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※2 設定値書換え処理フロー

動作内容
1秒クロックリレーM9032のON/OFFでカウンタを起動し，UT1～3の設定値を順次変
更します。動作としては，始めUTの設定値を全て，123℃に順次設定を行います。次
にUT1のSPを10℃，UT2のSPを20℃，UT3のSPを30℃にします。

スタート 

エンド 

カウンタアクセス 
C1

1秒クロック 

Y

カウント値 C1 ＝ 1 で 
UT 1  SP ＝ 123℃ 

カウント値 C1 ＝ 5 で 
UT 2  SP ＝ 123℃ 

カウント値 C1 ＝ 10 で 
UT 3  SP ＝ 123℃ 

カウント値 C1 ＝ 15 で 
UT 1  SP ＝ 10℃ 

カウント値 C1 ＝ 20 で 
UT 2  SP ＝ 20℃ 

カウント値 C1 ＝ 25 で 
UT 3  SP ＝ 25℃ 

カウンタリセット 
C1 ＝ 0 実行 

シーケンサーのRUNまたは，カウンタ値 
が30でカウンタをリセットする。 

CPU RUN

Y

カウンタ値 
C1 ＝ 30

Y

2nd Edition : 2005.05.16-00
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6.4 サンプルプログラム例

RST    C0

C0

送信用 
カウンタ 

送信用 
カウンタ 

M9038

CPU RUN

C0
K6M9032

1秒タイマ 
スイッチ 

PLS    M601
送信用 
カウンタ 

送信用 
カウンタ 

送信用 
カウンタ 

送信用 
カウンタ 

送信用 
カウンタ 

送信用 
カウンタ 

送信1 
フラグ 

送信2 
フラグ 

送信3 
フラグ 

送信4 
フラグ 

送信5 
フラグ 

送信6 
フラグ 

PLS    M602

PLS    M603

PLS    M604

PLS    M605

PLS  M606

=  K0     C0

=  K1     C0

=  K2     C0

=  K3     C0

=  K4     C0

=  K5     C0

4

 

11

13

21

29

37

45

53

送信フラグ用 
カウンタリセット 

 

送信フラグ用 
カウンタ 1.0秒ON 
カウントアップ値“6” 

N01送信FL 
ON  0.0秒後 

N02送信FL 
ON  1.0秒後 

N03送信FL 
ON  2.0秒後 

N04送信FL 
ON  3.0秒後 

N05送信FL 
ON  4.0秒後 

N06送信FL 
ON  5. 0秒後 

【1-1．送信フラグ処理】 
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RST    C1

C1

SP値切替用 
カウンタ 

SP値切替用 
カウンタ 

M9038

CPU RUN

C1
K30M9032

1秒タイマ 
スイッチ 

63

 

61

設定値切替用 
カウンタリセット 

設定値切替用 
カウンタ 1秒毎ON 
カウントアップ“30” 

【2-1．設定値書換え処理】 

MOVP     H2301     D201
SP値 
切替用 
カウンタ 

SP値 
切替用 
カウンタ 

SP値 
切替用 
カウンタ 

SP値 
切替用 
カウンタ 

SP値 
切替用 
カウンタ 

SP値 
切替用 
カウンタ 

ST1 
spset

ST2 
spset

ST3 
spset

ST1 
spset

ST2 
spset

ST3 
spset

MOVP     H2301     D202

MOVP     H2301     D203

MOVP     H1000     D201

MOVP     H2000     D202

MOVP     H3000     D203

=     C1     K1

=     C1     K5

=     C1     K10

=     C1     K15

=     C1     K20

=     C1     K25

136

146

156

166

176

186

ステーション1 UT 
SP=123℃書込み 

ステーション2 UT 
SP=123℃書込み 

ステーション3 UT 
SP=123℃書込み 

ステーション1 UT 
SP=10℃書込み 

ステーション2 UT 
SP=20℃書込み 

ステーション3 UT 
SP=30℃書込み 
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r/w 
コマンド 

MOVP     H0005     D0

M601

送信1 
フラグ 

送信 
deta数 

X0020

送信 
完了 

Y0030

送信 
要求 

MOVP     H 0101    D1
CPU 
アドレス 

Dレジスタ 
NO先頭 

データ 
or 数 

送信 
END

注） 2個以上を指定 
してください。 

送信 
deta数 

MOVP     H0200     D2

MOVP     H0000     D3

MOVP     H0400     D4

MOVP     H0A0D    D5

TOP    H0002     H0000   D0          K6

470

794

送信データ数を宣言 

RST      Y0030

X0020

送信 
完了 

送信 
要求 

 

UTアドレス1番を指定 

UTの先頭読み出し番号 
をD0002と指定 

読み込み実行を指定 

先頭番号より4個の 
データを読み出し 

送信終了 

送信 
要求 

SET      Y0030  

計算機リンクユニット
のアドレス“0000”
にD0を先頭に6個デ
ータを転送 

【3-1．読込指令送信処理】 

CPU 
アドレス 

=   H0101     D1 FROMP   H0002   H0080   D100   K1 

X0021

受信読出 
要求 

data 
サイズ 

data 
サイズ 

CPU 
AD

受信読出 
完了 

MOVP        D100    Z

FROMP   H0002   H0081   D101   K0Z

Y0031

796

 

CJ        P255  

＜＞     Z    H0005

計算機リンクユニットの
アドレス“0080”を先
頭にデータを1個D100
に転送 

D100のデータをZに転
送 

計算機リンクユニットの
アドレス“0081”を先
頭にしたZ個のデータを
D101を先頭にしたDレ
ジスタに転送 

【3-2．受信処理】 
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data 
サイズ 

MOVP     H0005     D0

M602

送信2 
フラグ 

送信 
deta数 

X0020

送信 
完了 

Y0030

送信 
要求 

MOVP     H0102     D1
CPU 
アドレス 

Dレジスタ 
NO先頭 

r/w 
コマンド 

データ 
or 数 

送信 
END

注） 2個以上を指定 
してください。 

送信 
deta数 

MOVP     H0200     D2

MOVP     H0000     D3

MOVP     H0400     D4

MOVP     H0A0D    D5

TOP     H0002     H0000      D0      K6

836

882

送信データ数を宣言 

RST      Y0030

X0020

送信 
完了 

送信 
要求 

 

UTアドレス2番を指定 

UTの先頭読み出し番号 
をD0002と指定 

読み込み実行を指定 

送信終了 

送信 
要求 

SET      Y0030  

先頭番号より4個のデ
ータを読み出し 

計算機リンクユニットの
アドレス“0000”に
D0を先頭に6個データ
を転送 

【3-3．読込指令送信処理】 

CPU 
アドレス 

=   H0102     D1 FROMP   H0002   H0080    D120    K1 

X0021

受信読出 
要求 

data 
サイズ 

CPU 
AD

受信読出 
完了 

MOVP  　　D120    Z

FROMP   H0002   H0081    D121    K0Z 

Y0031

884

 

CJ        P255  

＜＞     Z  H0005

計算機リンクユニットの
アドレス“0080”を先
頭にデータを1個D120
に転送 

D120のデータをZに転
送 

計算機リンクユニットの
アドレス“0081”を先
頭にしたZ個のデータを
D121を先頭にしたDレ
ジスタに転送 

【3-4．受信処理】 
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MOVP     H0005      D0

M603

送信3 
フラグ 

送信 
deta数 

X0020

送信 
完了 

Y0030

送信 
要求 

MOVP     H0103      D1
CPU 
アドレス 

Dレジスタ 
NO先頭 

r/w 
コマンド 

データ 
or 数 

送信 
END

注） 2個以上を指定 
してください。 

送信 
deta数 

MOVP     H0200      D2

MOVP     H0000      D3

MOVP     H0400      D4

MOVP     H0A0D     D5

TOP    H0002     H0000       D0       K6

924 送信データ数を宣言 

UTアドレス3番を指定 

UTの先頭読み出し番号 
をD0002と指定 

読み込み実行を指定 

送信終了 

送信 
要求 

SET      Y0030  

先頭番号より4個のデ
ータを読み出し 

計算機リンクユニットの
アドレス“0000”に
D0を先頭に6個データ
を転送 

【3-5．読込指令送信処理】 

CPU 
アドレス 

=    H0103     D1 FROMP   H0002   H0080    D140   K1 

X0021

受信読出 
要求 

data 
サイズ 

data 
サイズ 

CPU 
AD

受信読出 
完了 

MOVP    　  D140   Z

FROMP   H0002   H0081    D141   K0Z 

Y0031

970

1010 RST      Y0030

X0020

送信 
完了 

送信 
要求 

 

 

CJ        P255  

＜＞     Z    H0005

計算機リンクユニットの
アドレス“0080”を先
頭にデータを1個D140
に転送 

D140のデータをZに転
送 

計算機リンクユニットの
アドレス“0081”を先
頭にしたZ個のデータを
D141を先頭にしたDレ
ジスタに転送 

【3-6．受信処理】 
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MOVP     H0005      D0

M604

送信4 
フラグ 

送信 
deta数 

X0020

送信 
完了 

Y0030

送信 
要求 

MOVP     H0101      D1
CPU 
アドレス 

Dレジスタ 
NO先頭 

r/w 
コマンド 

データ 
or 数 

ST1 
spset

送信 
END

送信 
deta数 

MOVP     H1502      D2

MOVP     H1000      D3

MOVP     D201      D4

MOVP     H0A0D     D5

TOP     H0002     H0000      D0       K6

1020

1344

送信データ数を宣言 

RST      Y0030

X0020

送信 
完了 

送信 
要求 

 

UTアドレス1番を指定 

UTの書き込み先 
Dレジスタ番号を指定 
D215:リモートSP

書き込み実行を指定 

書き込みデータを転送 

送信終了 

送信 
要求 

SET      Y0030  

計算機リンクユニットのアドレ
ス“0000”にD0を先頭に
6個データを転送 

【4-1．設定値書込み処理】 
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MOVP     H0005      D0

M605

送信5 
フラグ 

送信 
deta数 

X0020

送信 
完了 

Y0030

送信 
要求 

MOVP     H0102      D1
CPU 
アドレス 

Dレジスタ 
NO先頭 

r/w 
コマンド 

データ 
or 数 

ST2 
spset

送信 
END

送信 
deta数 

MOVP     H1502      D2

MOVP     H1000      D3

MOVP     D202        D4

MOVP     H0A0D     D5

TOP     H0002     H0000      D0         6

1354

1678

送信データ数を宣言 

RST      Y0030

X0020

送信 
完了 

送信 
要求 

 

UTアドレス2番を指定 

UTの書き込み先 
Dレジスタ番号を指定 
D215:リモートSP

書き込み実行を指定 

書き込みデータを転送 

送信終了 

送信 
要求 

SET      Y0030  

K
計算機リンクユニットのアドレ
ス“0000”にD0を先頭に
6個データを転送 

【4-2．設定書込み処理】 
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MOVP     H0005     D0

M606

送信6 
フラグ 

送信 
deta数 

X0020

送信 
完了 

Y0030

送信 
要求 

MOVP     H0103     D1
CPU 
アドレス 

Dレジスタ 
NO先頭 

r/w 
コマンド 

データ 
or 数 

ST3 
spset

送信 
END

送信 
deta数 

MOVP     H1502     D2

MOVP     H1000     D3

MOVP     HD203    D4

MOVP     H0A0D    D5

TOP     H0002     H0000     D0       K6

1688

2336

送信データ数を宣言 

RST      Y0030

X0020

送信 
完了 

送信 
要求 

 

UTアドレス3番を指定 

UTの書き込み先 
Dレジスタ番号を指定 
D215:リモートSP

書き込み実行を指定 

書き込みデータを転送 

送信終了 

送信 
要求 

SET      Y0030  

CIRCUIT END

計算機リンクユニットのアドレ
ス“0000”にD0を先頭に
6個データを転送 

【4-3．設定値書込み処理】 
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